
「摂食嚥下リハビリテーション等多職種連携研究会」主催：研究部 
日 時 ：６月２日（木）19：00～21：30（ディスカッション、質疑応答含む） 

会 場 ：千葉県保険医協会会議室 ※Web 併用 

演題① ：「摂食嚥下障害とリハビリテーション医療」（午後 7時～８時） 

講 師 ：青柳 陽一郎 氏 

（日本医科大学大学院医学研究科リハビリテーション学分野主任教授） 

内 容 ：超高齢社会を迎えている我が国で、摂食嚥下障害患者は年々増えている。摂食嚥下生涯患者は 

     高年齢化しており、誤嚥性肺炎の増加も社会問題となっている。このような背景で、摂食嚥下 

     障害の臨床ニーズはかつてなく高まっている。本講演では摂食嚥下障害のスクリーニング、機器 

     を用いた検査、リハビリテーション治療、保険診療との関わり、最近の研究内容を紹介したい。 

 演題② ：「摂食嚥下機能の診断とリハビリテーション」（午後 8時～9時） 

 講 師 ：戸原 玄 氏（東京医科歯科大学口腔老化制御学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野教授） 

 内 容 ：摂食嚥下障害は高齢者に多く、特に訪問診療の場面をそのような症状を持つ患者に対応するこ 

     とは多いであろう。しかし事実上卒前教育を受けた経験がない先生も多いことと思われる。今回 

     はすぐに応用しやすい知識と、我々の最近の研究を紹介し、今後の臨床に役立てていただきたい 

     と思う。 

※講演終了後、ディスカッションを予定（午後 9時 30分終了予定） 

【こちらの研究会の問合せ先】担当事務局：堀田、小松本 

「コンポジットレジン修復の基礎と臨床」            主催：歯科研究部 
日 時 ： ６月３０日（木）19：00～21：00（質疑応答含む） 

会 場 ： 千葉県保険医協会会議室 ※Web 併用 

演 題 ：「コンポジットレジン修復の基礎と臨床」 

講 師 ： 大槻 昌幸 氏（東京医科歯科大学大学院う蝕制御学准教授） 

～講師からのメッセージ～ 

 コンポジットレジン材料の性能の向上に伴い、その適用範囲が広がってきました。また、最近では、金銀

パラジウム合金の価格上昇により、コンポジットレジン修復を選択する機会も増えてきていると思います。

ここでは、日常の臨床に役に立つようなコンポジットレジン修復の基礎と臨床についてお話しいたします。 

                                    【こちらの研究会の問合せ先】担当事務局：堀田 

千葉県保険医協会 研究会のご案内   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

【お申し込みについて】講師へのご質問もお待ちしております。お申込みフォームにご記載ください。 

協会のホームページや、それぞれの二次元コードからお申し込みいただけます。当日の接続URLや資料等

につきましては、前日までにお申込み時のメールアドレスにお送りいたします。 

 

 

 

 
      千葉県保険医協会        

〒260-0031 ホームページ：http://www.chiba-hok.com/ 

千葉県千葉市中央区新千葉 2-7-2 大宗センタービル 4階 

 TEL:043-248-1617 FAX:043-245-1777 

より良い医療をめざす医師・歯科医師の団体 


